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流は、ベトナム政治の特徴を他国との比較から捉えることを可能にした。一党独裁 という共通点を持つ中国との比較研究や、現代のベトナムをいわゆる「開発独裁」 国と捉え、高度経済成長期の東アジア諸国 と比較した研究などである（参考文 ③ ど） 。また、比較政治学の理論 用いてベトナム政治の特徴を理解する研究も行われるようになっている たとえば共産党一党独裁国家ベトナムにおける国会の正当性を、単に民主主義国家を装うため お飾りであると決め付けず、 「反体制勢力の取り込み」理論や「アカウンタビリティ」理論から論理的な解釈を加え などであ （参考文献④） 。上述のジョナサン・ロンドンも、 「ベトナムは比較政治研究のなかではしばしば見落とされて」おり、 「比較政治学の理論研究のなかにベト を位置付けた説得力のある議論を行う」ことを同書刊行の目的 一つ している。　
このような変化が可能となった最も大きな要
因として、 政治に関する入手可能な情報量が格段に増加し いることが挙げられ 。まず、党や国会 各省庁などの国家機関が積極的に情 発信 いる。党大会や国会会期中は、ホームページに毎日その日の議題がアップロードされ、人事などの重要な決定は即日世 知らされる。国会では大臣への質疑応答のセッションがテレビで生中継される。新聞、テレビ、ラ
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じめ、党書記長や首相 ど党トップの幹部にまでおよぶゴシップや党内の対立関係など 、出所不明で信頼度も不確かな記事を掲載するインターネットのサイトが複数存在して るのである。かなりきわどい内容の情報が流されていにもかかわらず、不思議 ことに、これらのサイトが当局の手 閉鎖される気配は今のところない。表に出てこない情報をさまざまなルートから集める能力に加え、玉石混交の情報を選別する能力も必要とされる時代になってきた いえる。●対立の新たな形　
一方で、党・国家と市民の対立に関する情報





するグループが、インターネットを通して賛同者を募るという新たな反体制運動の手法が定着しつつあ 。中部高原ラムドン省で深刻な環境汚染を引き起こしていたボーキサイト採掘プロジェクトの中止を求める学者や新聞記者ら知識人たちが、二〇〇九年 二〇一〇年に党政治局と政府に対し「建議書」を提出し、ブログでその内容を公表するという反対運動を展開し、話題となった。二〇一三年に憲法改正案が公開された際には、現役の共産党員や元党幹 も含む七二人の知識人 ちが、ベトナム一党独裁 規定した条項の撤廃を含む独自の改正案として、いわゆる「建議書七二」と呼ばれる文書を憲法起草委員会に提出し、さらにこれをインターネットに公開 、一万四〇〇〇 も 賛同 署名を集めた。　
反体制的なメッセージを発するブロガーや、






























































































 石塚二葉「ドイモイ期ベトナムにおける国会の刷新と政治的機能」 （山田紀彦編『独裁体制における議会と正当性――中国、ラオス、ベトナム、カンボジア――』アジア経済研究所、二〇一五年） 。
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